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株式会社 林製作所
環境レポート２０１1

21世紀、社会から認められる企業へ

当社は、社会の責任ある一員として、地球環境保全を経営の最重点課題の一つに位置
づけ、事業活動の全領域で環境に配慮した行動に努め、住み良い環境の実現とその環
境の次世代・次々世代への継承に貢献します。
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コーポレイトアウトライン

社名 株式会社 林 製 作 所
代表者 代表取締役 林 進

創業 昭和2年11月23日
資本金 30,000千円
売上規模 595000千円 （22年度実績）
従業員数 46名

環境保全関係の責任者及び担当者

代表責任者 代表取締役 林 進
環境管理責任者 管理部部長 林 司
ＥＡ２１事務局 林 司

■会社概要

認証・登録事業者 株式会社 林製作所

〒 370‐0086
群馬県高崎市沖町368番地の１
電話 027-343-1211         FAX 027-343-1213
敷地5,547㎡ 建築面積1,969㎡

事業内容

精密板金加工並びに、金属プレス加工を主体とする製品・
部品の製作及び組立

主要加工品

食品・産業機械用冷凍機板金部品
電機・電子機器シャーシ、パネル、機構部品
原子力発電所向け等重電機板金部品
宇宙開発関連の切削を含む板金部品
家庭用厨房機器用絞り加工プレス部品
コンプレッサー用他深絞りタンク類
医療機器・防災機器板金加工及び加工組立

関連事業所 行力工場

〒 370-0088
群馬県高崎市行力町270番地の13   
電話 027-343-4444 FAX  027-344-4411
敷地1,555㎡ 建築面積756.8㎡

Massage ～メッセージ～
当社は2007年12月、環境マネージメントシステム「エコアクション２１」を認証登録いたしま

した。深刻化する異常気象、地球環境問題を、当社事業の根幹に関わる重要な問題であ

ると位置づけ自主的な環境保全の取組みを推進します。今日、企業の社会的責任（CSR）

や法令順守（コンプライアンス）の重要性が叫ばれ、環境への取組状況からも企業を評価

する動きが活発化している中で、当社はこの取り組みは21世紀の企業経営に必要不可欠

なものであると考えます。21世紀、社会に認められる企業あり、社会から必要とされる企業

であれるよう、より良い環境の創造に向け積極的な取り組みを進めてまいります。

2011年11月1日

株式会社 林製作所

エコアクション２１ 認証登録範囲

認証・登録の対象活動範囲（精密板金加工・金属プレス加工・溶接・組立）
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1. 当社の事業活動のすべての領域において、技術的、経済的な事情を考慮の上、可能な限り環境への負荷低減に
努めます。

2. 環境保全に関する法規則を遵守することはもとより、必要に応じて自主規制を制定し、一層の環境保全に取り組み
ます。

3. 事業活動のなかで、特に以下の項目を重点的なテーマとして環境目標を設定し取り組み、必要があれば目標を見
直すなど継続的に改善向上をはかっていきます。

A) 電力使用量の削減、温室効果ガスの排出削減、投入資源の削減、廃棄物量削減、排水量削減を、目標
値をもって取り組みます。

B) 定期的な保守点検により、設備（機械や車両等）の最適化をはかり無駄な電力やエネルギーの消費を抑
えます。

C) 事業活動において使用する資材・設備・販売製品等は、環境に考慮したグリーン調達を推進します。
D) ゴミ・廃棄物の分別を徹底し、再利用、再資源化に努め、資源循環型社会の形成を推進します。
E) 緑地を整備・保守し、地球温暖化抑制運動に努めます。

4. 全社員にこの環境方針を周知させると共に、環境教育を実施し、知識・認識の向上に努め、また、取引先へも環境
方針を周知し社内外において環境保全活動への認識の向上に努めます。

5. 当社の取り組みについては、「環境活動レポート」を作成し、公表することにより、社会との環境コミュニケーション
をはかっていきます。

2007年4月１日
株式会社 林製作所
代表取締役 林 進

環境方針

㈱林製作所 環境方針

21世紀、社会から認められる企業へ

当社は、社会の責任ある一員として、地球環境保全を経営の最重点課題の一つに位置づけ、事業活動の全
領域で、環境に配慮した行動に努め、住み良い環境の実現とその環境の次世代・次々世代への継承に貢献し
ます。
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環境マネージメントシステム

当社では、2007年3月に社長を最高

責任者とするエコアクション推進組織

を編成し、環境に関する取り組みを

全社的に推進する為の体制を整えま

した。各グループにはエコアクション

推進委員を配置し、現場レベルでの

活動の推進、情報の周知に当たって

います。

また、環境会議では、継続的な取組

を実現するために、取組状況の確認

や報告、問題事項の検討、意見交換

などを行なっています。

環境会議の様子

エコアクション21推進組織図

【環境管理責任者】
管理部長

【環境管理責任者】
管理部長

【EA21事務局】【EA21事務局】

（本社工場） 製
造部長

（本社工場） 製
造部長

（行力工場）
リーダー
（行力工場）
リーダー

第２
グループ
担当

第２
グループ
担当

第1
グループ
担当

第1
グループ
担当

第３
グループ
担当

第３
グループ
担当

第４
グループ
担当

第４
グループ
担当

【最高責任者】
社長

【最高責任者】
社長

【環境委員会】
月1回開催
【環境委員会】
月1回開催

エコアクション推進委員 エコアクション推進委員

環境関連法令
当社事業活動に当たって遵守しなければならない環境関連法規、条例及びその他規制、全14項目を取りまとめ、全項

目遵法されていることを確認いたしました。またその他提訴等もありません。

法律名 該当施設 該当要求事項 遵守

浄化槽法 浄化槽 設置・変更届出 ○

騒音規制法 特定施設 設置・変更届出 ○

振動規制法 特定施設 設置・変更届出 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 廃棄物保管場所 看板掲示・マニフェスト管理 ○

ＰＣＢ廃棄物特別措置法 PCB廃棄物 保管届出 ○

労働安全衛生法 事業活動全般 資格取得等 ○

消防法 灯油置き場 届出 ○

埼玉県生活環境保全条例及び施行規則（自動車対策） トラック 適合車使用 ○

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 トラック 適合車使用 ○

高崎市等広域市町村圏振興整備組合火災予防条例 灯油置き場 ー ○

高崎市公害防止条例 特定施設 届出 ○

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 公害防止管理者 届出 ○

グリーン購入法 購入品全般 ー ○

循環型社会推進基本法 事業活動全般 ー ○

※「高崎市等広域市町村圏振興整備組合火災予防条例」は冬季期間のみ該当
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マテリアルバランス

OUTPUT
(排出）

廃棄物

金属屑 287㌧

一般ゴミ 5.3㌧

木屑 14㌧

大気への排出

二酸化炭素 312㌧

水域への排出

排水 827㎥

出荷製品
743
㌧

INPUT
(投入）

エネルギー

電気 63万7千kWh

燃料 28,286㍑

水資源

上水道 827㎥

IN IN

OUT OUT

事業活動

材料

鉄 973㌧

ステンレス 52㌧

アルミ 2㌧

当社の２０１０年７月から２０１１年６月まで１年間のマテリアルバランスは以下の通りです。

大気への排出

二酸化炭素 312㌧
(CO2排出係数0.378)

Hayashi Mfg.Co.Ltd5

製品含有化学物質規制への対応

当社は、2006年7月1日に欧州で施行された、電子機器への特定

有害物質の含有を禁止する有害物質規制「RoHS」で

規制をされる6物資を初め、顧客より指定を受けた物質の

閾値レベルの遵守及、不使用を進めております。当社、

工程内で使用される油類等の化学物質製品につきましては、

これら物質の不使用証明書により、対応品であることが確認された

製品を使用しております。
RoHS対応が確認された物以外の使用を
禁止しています。

生産工程においての取組み
鋼板 クロムフリー材を使用
メッキ 3価クロメート等６価フリーの代替メッキへ切り替え
プレス油等 RoHS対応確認済みの物のみを使用

その他の取組み

・ 品管内に対応窓口を置き、得意先からの環境調査に敏速に対応しています。
（問合せ回答実績 年間１０件）

・ 表面処理外注先へRoHS対応の調査票を発行、対応確認を行っています。
・ 掲示物等を通じて社内で理解を深めています。
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項目 ２２年度の目標 ２２年度の結果
評
価

コメント

①
電力消費量を削減し売上高
100万円当り二酸化炭素排出

量を削減する。

平成２１年度実績に対し
２％削減

3%削減 ○

省エネタイプのコンプレッサー等
の効果が出ているのと震災後
の節電意識の向上により削減
効果が有ったものと考えます。

②
走行距離あたりの燃費を向上
させ、環境負荷を低減させる。

平成２１年度対比で
２ポイントアップ。

未達成（-6.3pt） ×
前年度実績が良かった為比較し
てマイナスとなってしまった。
納品の効率化等に取組ます。

③
一般事業廃棄物の総排出量
に対しての、マテリアルリサイ
クル率の向上をする。

平成２１年度排出量から
一般ごみ紙ゴミ・①・②
を2%削減する。

4.5%削減 ○ 削減意識が定着してきている。

④ 排水の削減
平成２１年度実績に対し

て現状維持
11%増 ×

夏場の設備の冷却等に水を
使った為

⑤ 0Aペーパーの削減
平成21年度実績に対し

て1％削減
１３%削減 ○ 裏紙の使用が定着した為。

⑥ 含有化学物質規制への対応 全社的に知識を深める
朝礼等による周知、顧
客への調査回答が進

んでいる。
○

品管内に対応窓口を移し、
取引先からの調査依頼に
敏速に対応している。

平成２２年度 環境目標の達成状況

項目
3年後の
目標

今年23年度の
目標

取組み

①
電力消費量を削減し売上高
100万円当り二酸化炭素排出

量を削減する。

平成２２年度実績に対し
て４％削減

平成２２年度実績に対
し２％削減

照明、設備の必要時以外の
電源OFF・設備の日常点検・

特にエアー漏れの徹底対策

②
走行距離あたりの燃費を向上
させ、環境負荷を低減させる。

平成２２年度対比で５ポ
イントアップ。

平成２２年度対比で２
ポイントアップ。

配送の効率化を中心に消費燃料の削
減に取り組む。

③
一般焼却ごみの排出量を削

減する

平成２２年度排出量か
ら一般ごみ（紙ゴミ・可
燃ごみ）を8%削減する。

平成２２年度排出量か
ら一般ごみ一般ごみ
（紙ゴミ・可燃ごみ）を
2%削減する。

梱包資材の再利用・

コピー紙の裏紙利用

④ 排水の削減
平成２２年度実績に対し

て2％削減
平成２２年度実績に対
して現状維持

機械の冷却方法などについて、方法
を検討とする。

⑤ 0Aペーパーの削減
平成２２年度実績に対し

3％削減
平成２２年度実績に対

して1％削減

紙の裏面利用・図面のデータ管理化

⑥
自社の生産品の含有化学物
質を把握し、必要な情報を顧

客へ公開する

含有化学物質マネージ
メントをシステム化

全社的に知識を深め
る

朝礼、掲示物を通じ全社員の知識を
深める。

⑦ グリーン購入
一般OA製品のグリーン

購入
購入品リスト作成とグ
リーン購入の徹底

購入品リストを作成し、グリーン購入
へ切り替え品を検討する。

平成２３年度 環境目標と活動計画
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環境活動

■2011年3月8日
（火）GSマネージャー研修での事例発表

■使用電力量削減への取組み

注意書き等の掲示による

節電意識の向上を進めてい

ます。その他、機械・コン

プレッサーの日常点検実施

による電力の浪費防止、機

械・工場の稼働時間の改善

による電力の効率使用など

の取組みを行なっています

また、消し忘れの起きやす

い電気スイッチにつきまし

ては、責任者表示を行いま

した。弊社内で稼働する

コンプレッサーの中で1番

出力の高い物を、省エネタ

イプの物に変更を致しまし

た。また、残業時はコンパ

クトタイプのコンプレッサ

ーを使うなど、節電の取組を

行っています。

■グリーンカーテン設置

本社事務所の周りに

約30株のゴーヤを植え、

グリーンカーテンを

設置しました。

事務所が南側の日当たりの良

い位置にある為、建物へ直接

あたる日差しを遮る事によりエ

アコン効率が上がったものと思

われます。また視覚的な涼しさ

やゴーヤの成長や収穫を通し

て生まれる社員間のコミュニ

ケーションなど良い効果が得ら

れたものと思います。

■コピー用紙の裏紙利用

弊社、環境管理責任者、

林が群馬県環境GSマネー

ジャー研修会で「中小製造

業における環境への取組」

と題し、エコアクションへの

取組事例を発表しました。

弊社がエコアクションへ取

組きっかけや取組みを継続

する工夫などを紹介しまし

た。

マネージメントレビュー結果

マネージメントレビューとして、社長より下記のようなお話がありました。

・ ５Ｓを再度徹底するように
・電気の利用量の削減でも会社としての利益率は改善する。
・不良も同じ。不良は作り直しでさらに無駄なエネルギーを使うので、
品質改善も合わせて取り組んでいく。
・ グリーン購入は価格との兼ね合いもあるが努力していく。
・ 12月に導入の新設備は従来設備に比べエネルギー効率が良いので、
節電につながる。
・ コンプレッサは電力を多く使う為、稼働方法は引き続き工夫をする。
（小さいコンプレッサーを使う、早めに始動するなど）
・細かい数字の積み重ねとなるが、重要な取組なので引き続き取り組んでいく

弊社ではA5サイズの

生産指示書をプリンター

より出力して現場へ手配

を掛けています。その指

示書には使用済みA4用

紙を半分に切断した物

の裏面を使用しています。

A4使用済み用紙は回収

BOXを作って回収してい

ます。
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環境データ
■電力使用量 CO2排出量比較

■温室効果ガス排出割合

年度 電力使用量（kWｈ） CO2排出量（kg） 原単位排出量（kg）

18年度排出量 743,031 274,233 376 

19年度排出量 712,979 269,506 409 

20年度排出量 643,574 243,271 419 

21年度排出量 572,332 216,341 417 

22年度排出量 637,471 240,964 405




